
前日 手術前 入院1日 手術後 術後１日目 退院日

1日目 3日目

■血尿の増強がない

■血尿がない

■手術前の絶飲食が守れる

■術前準備が整っている

■手術の心構えができている

■予定通り手術を受けることができ
る

術後
■異常の早期発見と対処ができる ■異常の早期発見と対処ができる

■退院が可能な状態であることを、
本人・家族が理解している
・新規-評価基準

■退院後の留意点が理解できる
・新規-評価基準

■退院に対して不安がない
・新規-評価基準

■入院環境に慣れ、検査の受け入れ
ができる

■入院環境に慣れ、検査の受け入れ
ができる

■本人及び家族が治療計画を理解し
ている
・新規-評価基準

■本人及び家族が治療計画を理解し
ている
・新規-評価基準

■本人及び家族が手術・麻酔につい
て理解している

■本人及び家族が手術・麻酔につい
て理解している

第n病日
■問題なく退院できる

血尿（血尿スケール） 血尿（血尿スケール） 自尿 自尿

残尿感 残尿感 排尿障害 排尿障害

排尿障害 排尿障害 血尿（血尿スケール） 血尿（血尿スケール）

便意 便意 残尿感 残尿感

不安 不安 疼痛 疼痛

尿量 尿量 尿量 尿量

検査結果

食事
検査後まで禁飲食 食事、歩行は覚醒次第可能

です
常食または治療食

安静度
病棟内フリー 病棟内フリー フリー

排泄

OPE室入室前に排尿。オムツ
L装着
（リハパン不可）。オペ着
に着替
える。

・排便確認（血便時は
DrCall）
・腹満あれば導尿またはBa
挿入
・血尿スケール3以上の時は

・排便確認（血便時は
DrCall）
・腹満あれば導尿またはBa
挿入
・血尿スケール3以上の時は

清潔
シャワー可

外来検査結果確認 検体提出確認

腹部エコー　術中

治療処置
オペ後ベッドにはフラット
オムツ
L1枚+酸素マスクを乗せま

入院時センノシド2T内服 ソルアセトF500ml　80ｍｌ/
ｈ
アミカシン　500mg
ルートは難しければ22Gでも
OK

手術後点滴、終了後抜針
①ソルアセトD500ml+カルバ
ゾク
ロムスルホン酸ナトリウム
水和物内服継続。ただし、抗凝固

薬、抗
血栓薬については医師確認
必要。

抗血栓薬の再開日の確認。
抗血栓
薬、抗凝固薬を内服してい
る場合レボフロキサシン500mg内

服。
レボフロキサシン500mg内
服。

入院計画書 入院計画書 排便時無理な怒責をかけな
い

排便時無理な怒責をかけな
い

手術伝票確認 手術伝票確認 初回のトイレは看護師付き
添いで
行きます。
排尿の確認するため、排尿
後ナー

退院証明書

手術後安静の必要性を指導 手術後安静の必要性を指導 検査後の初回排尿後に残尿
測定。
300ml以上で導尿後Dr報告。
希に

服薬指導

手術承諾書・麻酔同意書回
収確認

手術承諾書・麻酔同意書回
収確認

10時退院

入院時手術オリエンテー
ション（
パンフレットで説明。）

手術後の必要物品の確認 血尿、下血、発熱などの症
状があ
ったら病院に相談してくだ

家族の付きそいは不要。た
だし、
連絡はつくようにしておい
てくだ排尿障害
血尿
残尿感
排便
術前の不安
睡眠中
血便

排尿障害
血尿
残尿感
排便
術前の不安
睡眠中
血便

排尿障害
血尿
残尿感
排便
術前の不安
睡眠中
血便

合併症

知識・理解

観察項目

検査

薬剤

説明・指導

退院時

入院時

ステップ名称

2日目

観察

自覚症状

術前



自尿
排尿障害
血尿
残尿感
血便
疼痛
睡眠中

自尿
排尿障害
血尿
残尿感
血便
疼痛
睡眠中

KT38.5℃以上の発熱はDr
コールし
てください。

KT38.5℃以上の発熱はDr
コールし
てください。

ENT日、次回診の確認を。

糖尿病

書類

OPE室持参書類確認
・承諾書
・麻酔同意書・説明書
・生検説明書

手術申込書

手術

リハビリ

カルテ

転倒・転落

自己管理

発熱時 発熱時 発熱時 発熱時

疼痛時 疼痛時 疼痛時 疼痛時

不眠時 不眠時 不眠時 不眠時

不穏時 不穏時 不穏時 不穏時

便秘時 便秘時 便秘時 便秘時

嘔気・嘔吐時 嘔気・嘔吐時 嘔気・嘔吐時 嘔気・嘔吐時

輸液 輸液 輸液 輸液

押水 押水 押水 押水

血尿時 血尿時 血尿時 血尿時

カルチコール・GI療法 カルチコール・GI療法 カルチコール・GI療法 カルチコール・GI療法

GI持続 GI持続 GI持続 GI持続

ニカルジピンIV ニカルジピンIV ニカルジピンIV ニカルジピンIV

ニカルジピン持続 ニカルジピン持続 ニカルジピン持続 ニカルジピン持続

フロセミドIV フロセミドIV フロセミドIV フロセミドIV

フロセミド持続 フロセミド持続 フロセミド持続 フロセミド持続

デクスメデトミジン デクスメデトミジン デクスメデトミジン デクスメデトミジン

ノルアド・ピトレシン ノルアド・ピトレシン ノルアド・ピトレシン ノルアド・ピトレシン

痙攣、鎮静 痙攣、鎮静 痙攣、鎮静 痙攣、鎮静

一般採血 一般採血 一般採血 一般採血

血液ガス 血液ガス 血液ガス 血液ガス

胸部レントゲン 胸部レントゲン 胸部レントゲン 胸部レントゲン

胸部ポータブル 胸部ポータブル 胸部ポータブル 胸部ポータブル

腹部レントゲン 腹部レントゲン 腹部レントゲン 腹部レントゲン

腹部ポータブル 腹部ポータブル 腹部ポータブル 腹部ポータブル

血培2セット 血培2セット 血培2セット 血培2セット

尿培 尿培 尿培 尿培

高血糖時　インスリン 高血糖時　インスリン 高血糖時　インスリン 高血糖時　インスリン

低血糖指示 低血糖指示 低血糖指示 低血糖指示

プロペト プロペト プロペト プロペト

亜鉛華軟膏 亜鉛華軟膏 亜鉛華軟膏 亜鉛華軟膏

ロキソプロフェンテープ ロキソプロフェンテープ ロキソプロフェンテープ ロキソプロフェンテープ

排便なければGE60ml使用。Bp100以
下で
あればDr確認。

尿閉時
導尿またはバルーン挿入（入りにく
け
ればDｒ依頼）

観察

条件付き指示


